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国土交通省砂防部長よりご挨拶 
 
先月の土砂災害防止月間中に、各所で土砂災害防止功労者国土交通大臣表彰がありました。 

表彰を受けられた個人、団体の皆様誠におめでとうございます。改めて敬意を表するとともに、引き
続き地域の土砂災害対策リーダーとしてご活躍いただきたいと思っています。 

 
今年度予算ならびに令和元年度補正予算の執行が順調に行われています。砂防事業は他の公

共事業と比べても現場条件が厳しく、請負企業としても様々な制約が発生しているところです。この
ため、一般の基準にとらわれることなく、見積もり活用のほか、生産性や安全性の向上が図られる施
設設計の採用など、工事を担う地域の建設業の皆さんの声を聞きながら、引き続き工事等の入札や
施工に様々工夫を重ね、事前防災工事が着実に施工されて、早急に効果を発揮できるよう努めて参
ります。 

 
 全国的に拡大した新型コロナウイルスによって、一部の砂防関係工事に一時休止はあったもの

の現在は再開しています。一方で、対面で行う地元説明会や用地交渉などに多少影響があると聞い
ています。会員の皆様の協力もいただきながら着実に進めていきたいと思いますので、ご支援方よ
ろしくお願いします。 

 
 さて、先に述べたような砂防工事現場における作業の効率化、安全確保は現場を預かる者とし

て喫緊の課題であり、これらを解決するために ICT 技術を積極的に取り込んでいます。例えば、ドロ
ーンを活用した測量により現場の地形や設計図面を立体的に可視化（CIM）し、工事の手順を関係
者で共有したり、砂防工事特有の危険箇所の対策をあらかじめ講じることができたりと、砂防工事の
生産性向上に寄与しています。また、災害時の技術支援にも役立てることができます。例えば、４月
に埼玉県で発生した地すべりに対して、土木研究所の土砂災害専門家が可視化されたデータを用
い遠隔地から助言をする際に役立ちました。このような新技術の取り組みについても紹介しています
ので、一度ご覧いただきたいと思います。 

 
 「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」の最終年です。令和元年東日本台風では

早速緊急対策により完成した施設が効果を発揮しています。土砂災害被災地の一日も早い復旧、復
興ももちろん大事ですが、このような事前のハード対策による備えにより、地域が安全・安心を実感し
て、活力の支えになるものと確信しています。砂防関係事業が効果を発現した全国の事例をとりまと
めて情報発信していますので、地域のみなさまへの説明などにご活用ください。 

 
都道府県間の移動制限が解除され、各地から来訪を受けています。また、延期になった地方での

講習会等の日程が再セットされ、土砂災害対策についての説明などリクエストにお応えして参りま
す。土砂災害にかかる地区防災計画、要配慮者利用施設の避難確保計画策定など地域の支援を引
き続き行います。 

梅雨期に入り、各地でがけ崩れなどの報告を受けています。先日刊行された今年の国土交通白
書に、「土砂災害の発生回数は、1990～2009 年の約 1,000 件／年から、2010 年以降は約 1,500 
件／年と 1.5 倍に増加、2018 年は過去最多の 3,459 件、１日降水量 200mm 以上の年間日数２倍
以上」、激甚・頻発化する災害への対策が課題であると警鐘を鳴らしています。毎回繰り返しになっ
て恐縮ですが、土砂災害が想定される場合には、躊躇なく避難行動を取ってほしいと思います。 

 
砂防施設が令和元年度に効果を発揮した事例が報告され、情報発信されています。 
https://www.mlit.go.jp/river/sabo/jirei/r1dosha/r1_shisetsukouka_dosha.pdf 
梅雨に入り早速砂防施設が効果を発揮しています（長野県飯島町）。 
https://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/disaster/saigai/s_200614/s_200614re.pdf 
設計や施工の場面で CIM を活用した事例を動画で紹介しています。 
https://www.mlit.go.jp/river/sabo/sabou_singijutu.html 
令和２年版国土交通白書 国土交通省20 年目の挑戦 
～国土交通省が向き合うべき課題と方向性を展望～ 
https://www.mlit.go.jp/report/press/sogo08_hh_000161.html 

 

                                    国土交通省 砂防部長 今井一之 
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（一 社 ）全 国 治 水 砂 防 協 会 理 事 長 よりご挨 拶  

 
会 員 の皆 様 へ 

 
 

今 年 の梅 雨 もあちこちで豪 雨 が発 生 し、「記 録 的 短 時 間 大 雨 情 報 」や「土

砂 災 害 警 戒 情 報 」などの言 葉 がラジオやテレビから聞 こえてきます。コロナ禍

の中 、避 難 準 備 に携 わる市 町 村 職 員 の方 々の苦 労 がしのばれますし、避 難

される住 民 の方 々の不 安 やためらいも感 じられる今 年 の状 況 です。大 きな災

害 が起 こらないことを祈 らずにはいられません。 

 

今 回 も国 土 交 通 省 砂 防 部 長 からのご挨 拶 をいただいております。コロナ禍

の中 、砂 防 事 業 が遅 れずに進 んでいることや、最 先 端 の CIM 技 術 の活 用 の

紹 介 、砂 防 施 設 の効 果 発 揮 事 例 をもとに事 前 防 災 の重 要 性 などを説 明 して

いただき、関 連 資 料 も添 付 されております。砂 防 に関 する最 新 の内 容 ですの

で是 非 ご一 読 くださいませ。 

 

6 月 19 日 に都 道 府 県 間 の移 動 が認 められ、人 の移 動 も増 えてきているよ

うです。ウィルス感 染 防 止 には最 新 の注 意 が必 要 なのは論 を待 ちませんが、

県 の治 水 砂 防 協 会 の総 会 なども書 面 でなく対 面 で行 われるようにもなってき

ました。事 務 局 の皆 様 には感 染 防 止 対 策 などのご負 担 をおかけいたします

が、会 員 の皆 様 とお会 いし、情 報 交 換 ができるのは非 常 にありがたいことと喜

んでおります。 

 

また、砂 防 会 館 の貸 会 議 室 業 も、徐 々にですが、稼 働 を始 めました。社 会

的 距 離 をとりながら、安 全 に会 議 をしていただけますよう努 力 をいたしておりま

す。これからもニューノーマル社 会 を意 識 した砂 防 会 館 運 営 に取 り組 んでま

いりますので、引 き続 きご支 援 のほど、お願 い申 し上 げます。 

 

時 節 柄 、皆 様 方 のますますのご健 勝 をご祈 念 申 し上 げます。 

 
 

 
 

令 和 2 年 7 月 2 日  
一 般 社 団 法 人 全 国 治 水 砂 防 協 会  
理 事 長   大 野  宏 之  

 
 

 



土石流発生前

土石流発生後

【3か年緊急対策による施設効果事例】群馬県東吾妻町岩下 大沢川砂防えん堤

○ 令和元年東日本台風（台風第19号）に伴う降雨により土石流が発生したものの、群馬県
が整備し令和元年９月に工事を終えた砂防えん堤が土砂・流木を捕捉し、下流地域への
被害を未然に防止

お お さ わ が わひ が し あ が つ ま ま ち い わ し た

群馬県吾妻郡東吾妻町

発生日 ：令和元年10月12日
降雨状況 ：連続雨量 322㎜（10月11日16時～10日23時）

時間最大雨量 39㎜ (10月12日17時～18時）
ひがしあがつままちいわした

発生箇所 ：群馬県東吾妻町岩下
捕捉量 ：約1,300m3

(松谷雨量観測所)

滑川第１砂防堰堤

木曽川水系
直轄砂防事業

写真

土砂移動発生直後令和２年６月１５日(月)

約50,000m3の土砂を捕捉
滑川第１砂防堰堤

除石作業状況

写真

土砂移動発生前令和２年６月９日(火)

4m

除石（土砂撤去）の状況

発 生 日：令和２年６月１４日（日）
降雨状況：連続雨量８６㎜

（６月１４日２時～１４日２３時）
時間最大雨量 １９㎜
(６月１４日２１時～２２時）
※須原雨量観測所
ながのけん きそぐん あげまつまち

発生箇所 ：長野県木曽郡上松町
土砂移動 ：土砂捕捉量 約５０，０００m3※
状 況 ：

報 道 ：滑川第１砂防堰堤が土砂災害を防いだ新聞記事が掲
載されるなど関心が高い。

６月１４日（日）の大雨により土砂移動が発生した
が、滑川第１砂防堰堤で事前に除石（土砂撤去）し
て容量を確保していたため、土砂を捕捉することが
でき、下流地区への被害を未然に防止することがで
きた。また、平成元年より数回にわたり土石流を捕
捉。

滑川第１砂防堰堤 主な既往土砂捕捉実績

年 H1 H11 H16 H22
捕捉量（m3） 200,000 50,000 80,000 64,000

※速報値のため今後変動する場合があります

長野県木曽郡上松町（下流市街地）

重要交通網、市街地を保全

JR中央線

位置図

【今年度の施設効果事例】長野県木曽郡上松町 滑川第１砂防堰堤
き そ ぐん あげ まつ まち なめ かわ
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3次元モデルを活用した情報の見える化（CIM）

○ CIMとは、これまで２次元で行われていた設計等を、立体的に可視化する技術。
○３Dモデルを活用した設計検討手順により、現場の状況が直感的に把握しやすくなり、短時間で問題
点や妥当性を容易に把握することが可能となる。

○ ３Dモデルを活用した可視化により、２D図面では非常に把握が難しい土中等の見えない部分も容
易に把握することができ、経験の浅い職員でも容易に的確な指示による設計の質の向上が可能とな
る。

《 発注者指示による構造変更例 》
間詰コンクリートで埋め戻す
場合に地山と隙間が残る

袖部の間詰コンクリートを
増厚しおよび足元及び袖天
端上部を間詰擁壁とした

《 不可視部分の可視化例 》 《 クレーン作業半径・離隔距離の確認 》

《 施工計画シミュレーション 》

時間経過

概算工事費

道路との離隔の確認

・掘削影響範囲
・施工機械配置状況

作業半径の確認

地すべり災害対応におけるCIMを活用したリモート技術指導の取組

○ 土木研究所地すべりチームは、埼玉県より地すべり対策に関する技術指導の要請を受け、応急
対応や復旧対策についてリモートでの技術指導を実施(4/28～)。今後、技術指導の内容に基づき、
埼玉県が地すべり対策を進めていく予定。
○ 3次元データを活用した遠隔地からの技術支援など新技術の積極的な活用による省力化、生
産性の向上、現場での安全確保により、土砂災害発生時の警戒避難体制の構築や応急対策工事
等における迅速な支援が可能となった。

「地すべり災害対応のCIMモデルに
関する技術資料（案）」

地すべり災害対応のCIMモデルの作成手法の概要

オンライン会議の様子
（埼玉県本庁、秩父県土整備事務所、土木研究所）

現地の状況
（護岸被災箇所）

護岸被災箇所の詳細な3次元地形モデル
（UAVで撮影した写真からSfMにより作成）

地すべり地全体の3次元地形モデル
（UAVのレーザ測量により作成）

上部ブロック

下部ブロック

3次元モデル
表示画面

各会場のカメラ
表示画面

埼玉県提供

写真：埼玉県
SfM処理：土木研究所

埼玉県提供

バーチャル現場モデルを活用したリモートでの技術指導
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関東地方整備局で初！ 「見積活用方式」の拡大
－砂防コンクリート打設における歩掛と材料単価をセットにした見積活用方式－

竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、栃木県政記者クラブ、日光記者クラブ

発表記者クラブ

令 和 ２ 年 ３ 月 ２ ５ 日 （ 水 ）
国土交通省 関東地方整備局
日 光 砂 防 事 務 所

記 者 発 表 資 料

本日、「Ｒ１大谷川上流第１７床固改築工事」の入札公告をしました。
本工事は、「歩掛と材料単価をセットにした見積活用方式」による関東地方整備局の

初めての工事となります。
【工事概要】
・工事場所：栃木県日光市細尾地先
・工 期：約８ヶ月
・対 象：生コンクリート 約１，８００ｍ３

【砂防コンクリート打設における歩掛と材料単価をセットにした見積活用方式】
生コンクリートの単価は、地区毎に定めた単価を採用することを基本とし、現場条件等

により各種割り増しを適用しているところですが、現場実態に乖離が発生しています。

そこで、砂防工事の設計・積算を適切に実施するため、従来は、「歩掛」のみを対象と
していた「見積活用方式」を「歩掛」に加え「材料単価」も見積の対象に拡大することで、
標準積算価格と実勢価格との乖離解消を図るものです。

（見積にて設定した歩掛及び材料単価は公表します）

今後、日光砂防事務所において、同種の工事を発注する際には、この見積活用方式
を採用し、受注者の適確な見積に資するとともに、その透明性・競争性・公平性を期す
ることを目的としていきます。

※詳しくは、入札情報サービスをご覧ください。
http://www.i-ppi.jp/Search/Web/Index.htm

問い合わせ先

国土交通省 関東地方整備局 日光砂防事務所

ＴＥＬ ０２８８－５４－１１９１（代表）
ＦＡＸ ０２８８－５３－１２６８

副所長 小島 隆 工務課長 熊川 毅

こじま たかし くまがわ たけし
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